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　　４月８日、町内の小学校で入学式が行われました。今年入学したのは根雨

　小学校に１９名、黒坂小学校に７名の計２６名です。

　　今年の１年生は、平成１０年４月２日から平成１１年４月１日生まれの子ども

　たち。昨年と比べると１６名少なくなっていますが、それぞれが新しい学校生

　活に胸をはずませながら元気に通学しています。

　　ここでは、そんなぴっかぴかの１年生を紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）
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　みんなの名前です（五十音順）

　○根雨小学校○

　生田健太さん　生田莉佳さん　石田ユニカさん　遠藤圭悟さん　落合錬さん　川上彩花さん　　

　國重知弘さん　小林弦生さん　坂本有央愛さん　佐々木桐子さん　瀨田瑞季さん　田貝桃子さん

　中原杏奈さん　西村洲哉さん　藤原知也さん　松本美季さん　八加部千幸さん　矢田貝洋平さん

　山本沙里菜さん

　○黒坂小学校○

　生田駿哉さん　恩田晃壮さん　久留馬夏海さん　住田諒太さん　高橋琴さん　谷口佳乃子さん

　西村香歩さん
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福
祉
･
教
育
を
重
点
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　

単
独
自
立
を
目
指
す
日
野
町
は
、

平
成　

年
度
を
「
自
立
政
策
推
進

17

元
年
」
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。
国

に
お
い
て
三
位
一
体
の
改
革
が
推

進
さ
れ
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
な
か
、
で
き
る
だ

け
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
行
財
政
改

革
等
を
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
、
少
子
･
高
齢
化
、

や
過
疎
化
、
情
報
化
の
な
か
、
現

在
の
厳
し
い
状
況
を
再
認
識
し
、

引
き
続
き
福
祉
･
教
育
を
重
点
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
当
初
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計

合
計　

億
２
２
０
万
円

５３

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
前

年
度
に
引
き
続
き
地
方
交
付
税
、

補
助
金
の
削
減
が
あ
り
ま
す
が
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る

べ
く
、
創
意
工
夫
し
て
編
成
し
て

い
ま
す
。

　

予
算
規
模
は　

億
２
０
０
０
万

３０

円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ

て
６
億
８
７
０
０
万
円
の
減
額

（
前
年
度
よ
り　

・
５
３
㌫
減
）

１８

に
な
り
ま
し
た
。

３０億 2,000 万円今年度の当初予算は

前年度当初と比べて６億 8,700 万円の減

　自立への道を歩みはじめた日野町。その第一歩としての平成１７年度当初予算が決まりました。

　まちの財政の中心となる一般会計の当初予算は、３０億 2,000 万円で、前年度当初に比べて６億

8,700 万円の減、また、６つの特別会計を加えた総予算額は５３億２２０万 8 千円で、４億 9,373 万

円の減となりました。

　今年度予算の内容をお知らせします。

 歳　入
  ３０億2,000万円

　　一般会計

町税　３億 4,601 万円

繰入金　２億 4,522 万３千円

諸収入　１億 1,629万 3千円

その他 ( ※ 1)　5,410 万 2 千円

その他※１

　分担金及び負担金

　使用料及び手数料

　財産収入・寄付金

　繰越金

25.21％

自
主

財
源

依

存
財
源

25.21％

町債　2 億 2,910 万円

県支出金　1 億 4,840 万 2 千円

国庫支出金　1 億 1,180 万 7 千円

その他 ( ※ 2)　1 億 3,366 万 3 千円

その他※２

　地方譲与税

　利子割交付金

　配当割交付金

　株式等譲渡所得割交付金

　地方消費税交付金

　自動車取得税交付金

　地方特例交付金

　交通安全対策特別交付金

一般会計歳入グラフ
74.79％

～平成 17 年度予算～



　

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
ご
と
に
運
営

す
る
、
６
つ
の
特
別
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計
と
合
計

し
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総
額
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２
２
０
万
8
千
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円
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前
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り
４
億
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３
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３
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円
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８
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５
２
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。

。自
主
的
に
収
入
で
き
る

財
源
は
全
体
の　

・
２
１
㌫

２５

　

一
般
財
源
の
歳
入
は
、
ま
ち
が

自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
の
自

主
財
源
（
町
税
、
分
担
金
、
負
担
金
、

使
用
料
、
手
数
料
な
ど
）
と
、
国

や
県
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
金
額
を

交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
収
入
（
地
方
交
付
税
、

町
債
、
国
や
県
の
支
出
金
な
ど
）

の
依
存
財
源
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
自
主
財
源
は
、
町
税

（
町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
）

の
３
億
４
６
０
１
万
円
な
ど
、
総

額
７
億
６
１
６
２
万
８
千
円
（
一

般
会
計
全
体
の　

･
２
１
㌫
）
で

２５

す
。

　

ま
た
、
依
存
財
源
は
、
地
方
交

付
税
の　

億
３
５
４
０
万
円
（
昨

１６

年
度
当
初
予
算
よ
り
７
４
３
２
万

５
千
円
の
減
）
や
、
県
支
出
金
の

１
億
４
８
４
０
万
２
千
円
（
昨
年

度
当
初
予
算
よ
り
１
億
２
６
１
７

万
６
千
円
の
減
）、
事
業
を
行
う

た
め
に
ま
ち
が
計
画
的
に
資
金
を

借
り
入
れ
る
町
債
の
２
億
２
９
１

０
万
円
な
ど
、
総
額　

億
５
８
３

２２

７
万
２
千
円
（
一
般
会
計
全
体
の

　

･
7
9
㌫
）
で
す
。
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平 成 １ ７ 年 度 平 成 １ ６ 年 度

当 初 予 算 当 初 予 算

3,020,000 3,707,000 △ 687,000 △ 18.53

国 民 健 康 保 険 394,790 363,669 31,121 8.56

老 人 保 健 871,319 772,142 99,177 12.84

介 護 保 険 510,248 486,292 23,956 4.93

簡 易 水 道 213,928 100,116 113,812 113.68

公 共 下 水 道 事 業 228,276 317,437 △ 89,161 △ 28.09

農 業 集 落 排 水 事 業 63,647 49,282 14,365 29.15

合　　計 5,302,208 5,795,938 △ 493,730 △ 8.52

比　較 伸び率（％）

単位：千円　△＝減額・率
　会計別の当初予算額表

会　計　名

一　般　会　計

特
　
別
　
会
　
計

 歳　出
  ３０億2,000万円

　　一般会計

一般会計歳出グラフ

公債費

７億1,915万3千円

民生費
５億4,611万 7千円

総務費
５億1,576万 6千円

衛生費
３億6,797万 3千円

土木費
２億8,769万７千円

教育費
２億1,961万７千円

農林水産業費
２億1,797万６千円

商工費
6,138 万円 予備費

９５５万３千円

消防費
1,406 万３千円

議会費
6,070 万５千円
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　町道渡線緊急地方道路整備事業　8,001 万円

　町道久住線道路改良事業　1,900 万４千円

　町道近江畑線道路改良事業　1,900 万５千円

　特定農山村地域活動支援事業　169 万 3千円

　　農産物加工品の開発･普及により高収益･　

　高付加価値型農業の展開及び「ひの郷会」を

　中心とした都市との交流による、農産物の販

　路拡大を視野に入れた地域間交流の促進。

　畜産振興　155 万円

　　家畜導入奨励事業 ･ 予防接種補助金、和牛

　部会補助金等。

　県営奥日野広域農道整備　1,222 万 6 千円

　　日野町から日南町及び広島県東城町に至る

　広域農道の整備事業負担。

　地籍調査事業　345 万 1千円

　　地籍調査（久住地区の一部）。

　森林づくり交付金事業　874 万 6千円

　　作業道の開設。

　森林整備地域活動支援事業　2,524 万 2 千円

　　森林施業団地の協定に基づき、適正に森林

　施業が実施されるよう活動を確保するための

　支援交付金。

　とっとりの森づくり推進事業　52 万 8千円

　　水源かん養や国土保全などの公益的な機能

　を持続的に発揮させるため、森林環境の保全

　及び森林をみんなで育てる意識高揚の活動

（小学生による椎茸生産、枝打ち・植栽体験）。

　広域基幹林道宝仏山線開設事業　402万4千円

　　県営事業により基幹林道宝仏山線を開設。

　合併処理浄化槽設置事業　2,237 万 5 千円

　　7 人槽 ･25 基設置を支援。

　生ごみ減量化促進事業　5万円

　　生ごみ処理機購入者に対し１万円の補助金

　を交付。

　除雪事業　1,226 万 7 千円

　　町道等、生活道の除雪。

○教育委員会○
　根雨小学校 2 年生 30 人学級実施　200 万円

　　根雨小学校 2 年生が 30 人以上のため、県の

　支援制度により 2 学級とするための加配教員

　を配置。

　日野中学校１年生３０人学級実施　200 万円

　　日野中学校 1 年生が 36 人となり、県の支援

　制度により２学級とするための加配教員を配

　置。

　特色ある学校づくり交付金　150 万円

　　小中学校の特色ある学校づくりの推進。　

　児童生徒の学力向上、不登校問題、進路指導、

　勤労生産、総合的学習を促進。

　高齢者教育 ･ 公民館学習　56 万 8千円

　　おしどり学園および専門講座の実施。健康

　づくり事業と連携し ､ 各種講座を開催するほ

　か ､ 地域等への推進事業。

　町民ミュージカル　301 万 4千円

　　町民参加型ミュージカルの開催。

　図書購入　350 万円

　　図書館用図書、視聴覚資料など。

　スポーツ教室開催　20 万 8千円

　　健康づくり事業と連携した生涯スポーツの

　推進。

　地域指導主事設置　100 万円

　　学校と地域の協力等による特色ある地域教

　育の確立を図るためのコーディネーターとし

　て、地域指導　主事を配置。

　学校給食　1,581 万 7 千円

　　日野郡産米を使用した週５日の完全米飯給

　食を推進し、ごはんを中心とした日本型食生

　活の普及を図るとともに、地産地消を推進。

　人権・同和教育の推進　87 万 5千円

　　人権・同和教育学習講座の開催による啓発

　教育の強化。出前講座による啓発、町人権同

　和教育推進協　議会の事業活性化。
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平成 17 年度の主な事業をまとめました
○総務企画課○
　町長選挙　650 万円

　過疎バス対策事業　1,226 万 2 千円

　　町内バス路線の維持。

　統計調査　305 万 1千円

　　国勢調査など。

　

○健康福祉課○
　福祉専門員奨学金貸付事業　360 万円

　障害者福祉対策事業　7,285 万 8 千円

　　障害者居宅、施設入 ･ 通所支援等。

　高齢者在宅福祉事業　780 万 7千円　　

　介護予防教室、自立支援ヘルパー派遣事業等。

　精神障害者福祉事業　1,077 万 5 千円

　　精神障害者の社会復帰を図るため、精神障

　害者小規模作業所、グループホーム運営の支

　援。　

　健康推進事業　1,287 万円

　　生活習慣病、要介護状態の予防のための検

　診 ･ 健康教室 ･ 健康相談等。

　出生祝　175 万円

　　出生祝金の支給。

　保育所運営　１億 2,968 万 5 千円

　母子保健　186 万円

　　妊産婦、乳幼児の健康保持 ･増進及び育児

　支援。

　予防接種　636 万 9 千円

　　病気予防のため予防接種を行い、健康保持･

　増進を支援。

○産業振興課○

　中小企業小口融資事業　5,623 万 3 千円

　　中小企業に対する設備資金及び運転資金の

　融資のための貸付金の預託。

　オシドリ観察事業　41 万 6千円

　　オシドリグループへの支援等。

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
予
算
の
使
い
み
ち

　

今
年
度
の
予
算
の
使
い
み
ち
は
、

福
祉
や
健
康
づ
く
り
な
ど
の
費
用
に

使
う
民
生
費
が
５
億
４
６
１
１
万
７

千
円
、
町
債
返
済
金
の
公
債
費
が
７

億
１
９
１
５
万
３
千
円
、
選
挙
費
用

や
全
般
的
な
管
理
事
務
経
費
な
ど
の

総
務
費
が
５
億
１
５
７
６
万
６
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
予
防
接
種
や
環
境
衛
生
関

係
に
使
う
衛
生
費
が
３
億
６
７
９
７

万
３
千
円
、
農
地
の
保
全
や
用
水
路

の
整
備
な
ど
に
使
う
農
林
水
産
業
費

が
２
億
１
７
９
７
万
６
千
円
、
町
道

の
改
良
や
整
備
費
な
ど
の
土
木
費
が

２
億
８
７
６
９
万
７
千
円
、
学
校
、

社
会
教
育
、
社
会
体
育
な
ど
に
使
う

教
育
費
が
２
億
１
９
６
１
万
７
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
へ
の
支
援
な
ど
の
商
工

費
は
６
１
３
８
万
円
、
議
会
運
営
な

ど
の
議
会
費
が
６
０
７
０
万
５
千
円
、

消
防
体
制
の
確
立
、
防
災
セ
ン
タ
ー

の
管
理
な
ど
に
使
う
消
防
費
に
１
４

０
６
万
３
千
円
の
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

目
的
に
合
わ
せ
て
運
営

６
つ
の
特
別
会
計

　

一
般
会
計
と
は
別
に
そ
れ
ぞ
れ
運

営
す
る
特
別
会
計
予
算
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
が
３
億
９
４
７
９

万
円
、
老
人
保
健
特
別
会
計
が
８
億

７
１
３
１
万
９
千
円
、
介
護
保
険
特

別
会
計
が
５
億
１
０
２
４
万
８
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
は
、
２

億
１
３
９
２
万
８
千
円
、
公
共
下
水

道
特
別
会
計
が
２
億
２
８
２
７
万
６

千
円
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
は
６
３
６
４
万
７
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

近
年
は
地
方
交
付
税
や
県
支
出
金

な
ど
一
般
会
計
の
歳
入
が
減
少
す
る

一
方
、
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し
金

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

一
般
会
計
を
圧
迫
し
て
い
る
大
き
な

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
解
消
の
た
め
、
医
療
費
の
抑

制
、
各
種
施
設
等
の
使
用
料
の
見
直

し
な
ど
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
負
担

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す

が
、
ま
ち
全
体
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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４
月
４
日
、
黒
坂
保
育
所
（
黒

坂
）、
ひ
の
っ
こ
保
育
所（
津
地
）で

平
成　

年
度
の
保
育
所
入
所
式
が

１７

行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

入
所
式
で
は
、
保
護
者
が
見
守

る
な
か
、
保
育
所
長
か
ら
園
児
一

人
ひ
と
り
に
「
出
席
ノ
ー
ト
」
が

手
渡
さ
れ
た
後
、
全
員
で
「
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
」
を
大
き
な
声
で
合
唱
。

新
し
い
友
達
が
で
き
た
喜
び
い
っ

ぱ
い
の
入
所
式
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
黒
坂
保
育
所
が　

名
２３

（
う
ち
新
規
５
名
）、
ひ
の
っ
こ
保

育
所
が　

名
（
う
ち
新
規　

名
）

６３

１５

の
入
所
と
な
り
ま
し
た
。

　新たな気持ちで記念撮影　（黒坂保育所）

き
ょ
う
か
ら
ま
た
い
っ
し
ょ
だ
ね

   
３
月　

日
、
西
村
喬
宏
さ
ん（
根
雨
）が
、

２５

ひ
の
っ
こ
保
育
所
（
津
地
）
に
木
の
お
も

ち
ゃ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

西
村
さ
ん
は
、
釣
具
店
を
営
み
な
が

ら
木
工
土
産
品
を
製
造
販
売
。
新
し
い

保
育
所
の
完
成
記
念
と
孫
の
入
所
を
機

に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
で
役
立
つ
こ

と
は
な
い
か
と
考
え
、
特
技
を
生
か
し

て
木
の
お
も
ち
ゃ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
木

の
お
も
ち
ゃ
は
、
ウ
サ
ギ
、
ゾ
ウ
、
キ
リ

ン
な
ど
の
動
物
の
形
を
し
た
組
み
木
な

ど
約　

点
。

７０

　

西
村
さ
ん
は
「
手
作
り
と
木
の
ぬ
く
も

り
の
温
か
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、

子
ど
も
た
ち
は
、
さ
っ
そ
く
手
に
取
っ

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
村
さ
ん
は
４
月
８
日
に
は

黒
坂
保
育
所
に
も
木
の
お
も
ち
ゃ
を
約

　

点
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

５０

木
の
ぬ
く
も
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　西村さん（右）、ありがとう！ (ひのっこ保育所）
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出
雲
街
道
を
散
策
し
な
が
ら
、
魅
力
を
再
発

見
し
て
も
ら
お
う
と
、
３
月　

日
、
第
２
回
癒

27

し
の
水
音
め
ぐ
り
・
お
し
ど
り
ウ
ォ
ー
ク
大
会

（
同
実
行
委
員
会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

   
今
も
風
情
が
残
る
出
雲
街
道
や
宿
場
町
な
ど

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
大

会
も
２
回
目
。

   
今
年
も
大
会
に
は
、
町
内
外
か
ら
約
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
、
町
商
工
会

館
前
を
発
着
点
に
、
歴
史
の
面
影
を
残
す
宿
場

町
（
根
雨
街
部
）
を
通
り
、
金
持
神
社
で
折
り

返
す
約
８
キ
ロ
。
参
加
者
は
春
の
陽
気
の
な
か
、

様
々
な
旧
跡
を
た
ど
り
、
街
道
沿
い
を
流
れ
る

せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
心
癒
さ
れ
な
が
ら
、
す
が
す

が
し
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。  

せ
せ
ら
ぎ
に 
癒 
さ
れ
な
が
ら

い
や

　

知
的
障
害
の
あ
る
方
の
自
立
支
援
の
た
め
の

作
業
所
と
し
て
地
域
に
親
し
ま
れ
て
き
た
、
わ
か

と
り
作
業
所
日
野
分
場
（
根
雨
）
が
、
こ
の
た
び

「
社
会
福
祉
法
人
祥
和
会　

社
会
就
労
セ
ン

タ
ー　

セ
ル
プ
ひ
の
」
と
し
て
新
し
く
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
に
行
わ
れ
た
開
所
式
で
は
、
景
山
峻

吾　

祥
和
会
理
事
長
が
「
作
業
を
通
じ
て
仲
間
た

ち
と
共
に
ハ
ン
デ
を
の
り
こ
え
て
自
立
し
、
ま
た

地
域
と
の
共
生
を
図
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

出
席
し
た
利
用
者
、
職
員
と
共
に
新
た
な
ス
タ
ー

ト
の
喜
び
を
分
か
ち
あ
い
ま
し
た
。

　
「
セ
ル
プ
ひ
の
」
の
利
用
者
定
員
は　

名
。
現

２０

在
は
日
野
郡
在
住
者
を
中
心
と
し
た　

名
が
通

１７

所
し
て
い
ま
す
。

ハンデをのりこえ自立を

　古い街並みに歴史を感じて

　

そ
の
昔
、
た
た
ら
炉
床
の
基
礎
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
と
い
う
「 
坊
主
石 
」
…
。
粘
土
質
で

ぼ
う
ず
い
し

風
化
の
早
い
こ
の
石
を
守
る
た
め
、
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
廃
材
等
を
利
用
し
た
屋
根

を
付
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
敷
地
内
に
あ
る
こ
の

石
は
、
昭
和　

年
に
下
菅
地
内
で
発
見
さ
れ
た

５８

も
の
で
、
郡
内
で
も
こ
の
２
個
し
か
確
認
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
大
変
貴
重
な
も
の
。

　

日
野
の
産
業
を
支
え
て
き
た
坊
主
石
。
ま
ち

の
歴
史
を
今
も
語
り
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

守
れ
！
ま
ち
の
遺
産

ふるさとの「歴史」を守る
これが「坊主石」！

　地域交流の拠点に

　開所の喜びを語る景山理事長
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河
川
へ
の
コ
イ
の

放
流
･
遺
棄
を
禁
止
し
ま
す

　

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の

ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
、
平
成　

年
１８

３
月　

日
ま
で
の
間
、
河
川
へ
の

３１

コ
イ
の
放
流
及
び
遺
棄
が
禁
じ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
違
反
す
る
と

懲
役
、
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

コ
イ
に
異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、

川
に
流
し
た
り
せ
ず
、
役
場
産
業

振
興
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
問
合
せ
先
】
役
場
産
業
振
興
課

　
　
　
　
（
℡　

‐
２
１
０
１
）

７２

　
英
会
話
教
室

受
講
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

英
会
話
教
室
で
は
受
講
さ
れ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
講
師
に
ヘ
レ
ン
・
ラ
ム

ジ
ィ
ー
さ
ん
（
日
野
中
学
校
英
語

指
導
助
手
）
を
迎
え
、
初
級
（
２

ク
ラ
ス
）、
中
級
（
１
ク
ラ
ス
）
に

分
か
れ
て
英
会
話
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
初
級
で
は
単
語
を
覚
え
た

り
、
英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど

を
、
中
級
で
は
テ
ー
マ
を
決
め
て

そ
れ
に
つ
い
て
英
会
話
を
し
た
り

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま

す
。
受
講
料
は
無
料
。
日
程
・
場

所
は
次
の
と
お
り
。

初
級
ク
ラ
ス

　
【
日
程
】
４
月　

日
、
５
月
９
日
、

２５

　
　

日
、　

６
月　

日
、
７
月　

日
、

２３

２７

１１

　
　

日
。

２５

　
【
場
所
】
町
公
民
館
（
午
後
６
時

　
　

分
～
午
後
７
時　

分
）

１５

３０

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
（
午
後
７

　

時　

分
～
午
後
９
時
）

４５

　
中
級
ク
ラ
ス

　
【
日
程
】
５
月
２
日
、　

日
、

１６

　

６
月
６
日
、　

日
、
７
月
４
日

２０

　
【
場
所
】
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
午
後
７
時
～
午
後
８
時　

分
】

３０

　

見
学
、
受
講
希
望
の
方
、
ま
た

関
心
の
あ
る
方
は
こ
ち
ら
ま
で

　
【
問
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
（
℡　

‐
２
１
０
７
）

７２

住
宅
火
災
警
報
器
設
置
条
例

に
つ
い
て
の
意
見
募
集

　

鳥
取
県
と
県
内
消
防
局
で
は
、

住
宅
火
災
警
報
器
の
火
災
予
防
条

例
制
定
に
あ
た
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
【
応
募
期
間
】
５
月
６
日
～　

日
３１

　
【
応
募
方
法
】
意
見
応
募
用
紙
に

　

よ
り
郵
便
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、　

　

電
子
メ
ー
ル
に
て
ご
意
見
を
お

　

寄
せ
く
だ
さ
い
。
意
見
応
募
用

　

紙
は
鳥
取
県
各
総
合
事
務
所
、

　

市
町
村
役
場
、
各
消
防
局（
消
防

　

署
・
出
張
所
）
に
あ
り
ま
す
。

　
【
あ
て
先
】

　

鳥
取
県
防
災
局
消
防
課　

宛

　

〒
６
８
０
‐
８
５
７
０

　

鳥
取
市
東
町
１
丁
目
２
２
０

　

℡
０
８
５
７
‐　

‐
７
０
６
３

２６

　
　

０
８
５
７
‐　

‐
８
１
３
９

FAX

２６

　

E
メ
ー
ル

　　
【
問
合
せ
先
】

　

西
部
消
防
局
予
防
課

　

℡
０
８
５
９
‐　

‐
１
９
５
４

３５

shoubou@tottori.pref.ne.jp

新
助
役
に
吉
留
功
氏
を
選
任

　３月２５日の第３回町議会定例会

において、新しい助役に 吉留  功 氏
よしとめ つとむ

の選任を同意、４月１日付けで就任

しました。

　吉留助役は米子市出身。鳥取県職

員として消防課長、市町村振興課長

などを歴任、３月に県庁を退職して

このたびの選任となりました。

　なお、この人事は長谷川猶幸助役

の退職にともなうもので ､ 吉留助役

の任期は、平成１７年４月１日から４

年間です。
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チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用

　

推
進
奨
励
金
支
給
制
度

　

廃
止
の
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
度
か
ら
、
チ
ャ
イ
ル

１７

ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
奨
励
金
支
給

制
度
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
問
合
せ
先
】
総
務
企
画
課

　
　
　
　

（
℡　

‐
０
３
３
１
）

７２

　

オ
シ
ド
リ
観
察
小
屋

　

来
観
者
１
万
５
千
人
達
成
!

　

オ
シ
ド
リ
の
北
帰
行
も
本
格
的

に
始
ま
っ
て
き
た
３
月　

日
、

２７

つ
い
に
シ
ー
ズ
ン
中
の
観
察
小
屋

の
来
観
者
数
が
１
万
５
千
人
を
達

成
し
ま
し
た
。
め
で
た
く
そ
の
人

と
な
っ
た
の
は
境
港
市
の
日
下
悦

治
さ
ん
。（
写
真
左
）

　

お
越
し
く
だ
さ
っ
た
方
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
の
シ
ー
ズ
ン
も
た
く
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
!

　４月１日付けで景山享弘さん（三谷）が行政相談委員に

委嘱されました。

　行政相談委員は、総務大臣が、社会的信望があり、行政

運営の改善に熱意がある民間有識者の中から委嘱してい

るもので、その仕事は、国の行政に対する苦情などの相談

窓口になり、相談者への助言や関係行政機関に対する通

知等を行い、苦情などの解決を図っていくことです。

　なお、景山委員は、定期的に行政相談所を開設し（毎月

第３土曜日、午前９時～正午、場所：奇数月は公民館、偶

数月は開発センター）、皆さんからの相談に応じています。

　相談は無料で、秘密は守られますので、お気軽にご相談

ください。

景山さんを再委嘱
　～行政相談委員～

　
環
境
省
で
は
、
県
や
市
町
村
と

連
携
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
中
で
楽
し
み
な
が
ら
自
主

的
に
環
境
活
動
・
学
習
を
行
う

こ
と
を
支
援
す
る
「
こ
ど
も
エ

コ
ク
ラ
ブ
事
業
」
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

エ
コ
ク
ラ
ブ
は
、
数
人
か
ら

　

人
程
度
の
仲
間
と
活
動
を
支

30え
る
１
人
以
上
の
大
人
（
サ

ポ
ー
タ
ー
）
で
構
成
。
メ
ン

バ
ー
は
、
地
域
の
子
ど
も
会
や

学
校
の
ク
ラ
ス
や
ク
ラ
ブ
、
兄

弟
姉
妹
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち

自
身
の
興
味
や
関
心
に
基
づ
い

て
、
自
然
観
察
・
調
査
や
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
な
ど
、
身
近
に
で
き

る
環
境
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
結
成
・
登
録
は
い

つ
で
も
可
能
で
、
登
録
す
る
と

会
員
手
帳
や
バ
ッ
ヂ
、
ま
た
活

動
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
情
報
な
ど

を
掲
載
し
た
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
ニ
ュ
ー

ス
」
が
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
事
務
局

（
日
本
環
境
協
会
）
か
ら
送
ら

れ
て
き
ま
す
。（
登
録
費
・
会
費

は
無
料
）

　　

申
込
み
･
お
問
合
せ
は

　

産
業
振
興
課　

松
田
ま
で

　
　
　

（
電
話　

‐
２
１
０
１
）

72

楽
し
く
環
境
活
動
し
よ
う

地
球
に
い
い
こ
と
は
じ
め
よ
う

こどもエコクラブ

イメージキャラクター

「エコまる」
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・ＮＨＫ将棋講座

・ＮＨＫ囲碁講座

・山陰の釣り

・サッカークリニック

・ソフトテニス

・月刊自家用車

・山と渓谷

・手作り木工事典

・花時間

・おしゃれ工房

☆歴史 ･科学・社会☆

・歴史読本

・日経ＰＣビギナーズ

・ニュートン

・部落解放

☆生活一般☆

・暮らしの手帖

・オレンジページ

・すてきな奥さん

☆その他 ･情報誌☆

・旅の手帖

・ＪＲ時刻表

・じゃらん

・ウィンク

・ラズダ

・Ｌマガジン

・みんなの図書館

・こどもとしょかん

・鳥取ＮＯＷ

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://ascpcenter.infosakyu.ne.jp/ilis/top.htm

〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

E-mail  hinolib@infosakyu.ne.jp

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時
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インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://ascpcenter.infosakyu.ne.jp/ilis/top.htm

〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

E-mail  hinolib@infosakyu.ne.jp

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

　　　　　　　　　

根雨小・黒坂小の児童入選作品 25 点のうち

１５点を展示。力作をご覧ください。 

○
６
月　

日　

～　

日　

１１

(土)

１４

（火）

　

町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
作
品
展

　
　
　
　
　
　
　

○
６
月　

日　
　

第
９
回
日
野
川
音
楽
祭

２６

(日)

　
　
　
　
　
　

○
７
月
９
日　

・　

日　
　

（土）

１０

(日)

　

お
芝
居
く
ら
ぶ　

さ
ん
･
ふ
ぃ
ー
る
ど
公
演

○
７
月　

日　
　

人
形
劇
団
プ
ー
ク
公
演

２２

(金)

４月２４日 ( 日 )
５月 ８日（日）

いずれも午前１０時～

　　　　午後３時まで

　

　田淵行男写真展 ｢ ナチュラリスト　田淵行男の世界」

　　４月２３日 (土 )～６月１２日 (日 )　東京都写真美術館
　　　

　田淵行男生誕百年記念式典
　　６月４日 (土 )　長野県豊科町公民館

　　※訪問バスツアー参加者募集中！

　　　詳しくは実行委員会 (℡７２-１３００)におたずねください。

☆図書館おはなし会☆

５月２１日 ( 土 )

　午前１０時から

　　　　午前１１時
　※第３土曜日に変更になります
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ＭＡＹ（皐月）

火１７日 １
　ペットボトルの収集日（４・５・６班）水１８　軽自動車税の納期限日月 ２

木１９　日野郡少年野球日野町大会　１日目
　日野中学校及び根雨小学校

火 ３
  ３歳児健診　開発センター
   受付：午後１時１５分～午後１時３０分金２０　日野郡少年野球日野町大会　２日目

　日野中学校及び根雨小学校
水 ４

　行政相談　町公民館　午前９時～正午土２１木 ５

日２２　人権相談　開発センター　午後１時～午後３時金 ６
　古紙の収集日（黒坂・菅福地区）月２３　心配ごと相談、子育て・高齢者生活相談

　開発センター、老人福祉センター　午後１時～午後３時　 

火２４土 ７
　ペットボトルの収集日（７・８・９班）水２５日 ８
　胃・大腸がん検診   町公民館
　受付：午前８時～午前９時

　不燃・資源ゴミの収集日（黒坂・菅福地区）月 ９
　胃・大腸がん検診   町公民館
　受付：午前８時～午前９時木２６　健康相談　町公民館  午前９時～午前１０時

　不要犬・猫引取り日　日野保健所
　乳児健診、ＢＣＧ予防接種　開発センター　      
    受付：午後１時１５分～午後１時３０分火 10

　歯科健診、フッ素塗布　開発センター
    受付：午前９時３０分～午前９時４５分／午後１時～午後１時１５分

金２７　ペットボトルの収集日（１・２・３班）水 11

土２８　不要犬・猫引取り日　日野保健所木 12

日２９金 13
　古紙の収集日（根雨・日野地区）月３０土 14
　ポリオ予防接種　開発センター
　受付：午後１時１５分～午後１時３０分火３1日 15
　固定資産税１期分納期限　不燃・資源ゴミの収集日（根雨・日野地区）月１6

72‐0334健康福祉課72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0331総務企画課
72‐0335議会事務局 74‐0212公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課
72‐1167給食センター72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会
74‐0225黒坂保育所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852介護支援センター72‐0334健康福祉センター

72‐0331夜間・休日72‐1191下榎集会所

直
通
電
話

　
　

　　☆電話相談☆　５月１３日（金）午前１０時～午後３時

　　　　　　　　　電話番号　０８５９-３１-５４３２

　　☆面接相談☆　５月１３日（金）午前１０時～午後３時（要予約）

　　　　　　　　　米子コンベンションセンター ６階第７会議室（予約電話番号　℡0859-34-2648まで）

　　　　　　　        　　　　　　※お問合せ　鳥取県生活環境部県民生活課　℡ 0857-26-7186
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鳥
取
県
勢
も
健
闘

　

国
際
交
流
に
も
貢
献

　

４
月　

日
、
安
原
カ
ヌ
ー
の
里

１０

特
設
コ
ー
ス
に
て
、
第　

回
鳥
取

２２

県
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会
（
主
催　

鳥
取
県
カ
ヌ
ー
協
会
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

選
手
は
、
県
内
か
ら
は
も
ち
ろ

ん
、
滋
賀
県
、
熊
本
県
な
ど
、
西

日
本
各
地
か
ら
約　

名
が
参
加
し

７０

ま
し
た
。

　

大
会
は
、
コ
ー
ス
上
の　

の
２０

ゲ
ー
ト
を
通
り
抜
け
る
ス
ラ
ロ
ー

ム
と
、
約
１
･
５
㌔
の
コ
ー
ス
を

漕
ぎ
下
る
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー

の
２
種
目
が
行
わ
れ
、
選
手
た
ち

は
吹
き
す
さ
ぶ
強
風
の
中
、
日
ご

ろ
の
鍛
錬
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
今
回
の
大
会
に
は
、
県

カ
ヌ
ー
協
会
と
の
交
流
の
た
め
来

日
し
て
い
た
韓
国
江
原
道
カ
ヌ
ー

協
会
の
メ
ン
バ
ー
７
名
が
視
察
に

訪
れ
、
う
ち 
朴  
仁
鉄 
さ
ん
が
ス
ラ

パ
ク 
サ
ン
ヨ
ン

ロ
ー
ム
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、
朴
さ
ん
は
、「
江

原
道
と
自
然
環
境
が
似
て
い
る
こ

の
日
野
川
で
レ
ー
ス
が
で
き
て
、

と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

韓
国
に
は
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー

は
あ
り
ま
す
が
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
競

技
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
の

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
帰
国
し

た
ら
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
普
及
に
力
を

注
ぎ
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　

結
果
は
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
で
は
県

外
選
手
が
上
位
を
占
め
、
県
内
勢

で
は
男
子
の
部
で
真
島
祐
二
選
手

（
米
子
Ｃ
Ｃ
）
が
７
位
、
女
子
の

部
で
福
本
か
な
子
選
手
（
日
野
高

校
Ｃ
Ｃ
）
が
６
位
と
健
闘
。
ワ
イ

ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
で
は
都
田
祐
道

選
手
（
米
子
Ｃ
Ｃ
）
が
優
勝
、
福

本
か
な
子
選
手
は
３
位
と
な
り
ま

し
た
。

流れを見つめる鋭い視線。一瞬の判断が勝負を決める
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オ
シ
ド
リ
を
見
る
た
び
ご
と
に
は
ず
む
声

　
　

ふ
れ
あ
う
心
か
く
も
う
れ
し
き

　

オ
シ
ド
リ
も
う
ら
や
む
老
後
夢
に
見
て

　
　

初
老
の
ふ
た
り
夕
日
を
あ
お
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詠
み
人
知
ら
ず

　

こ
れ
は
、
あ
る
ご
夫
妻
が
詠
ん
だ
歌
で
す

が
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
り
ま
す
ね
。
オ
シ
ド
リ
を
通
し
て
の
交
流

は
日
野
町
民
の
宝
物
。
今
期
も
皆
様
に
お
世

話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  

森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

料理

　　　「見合って見合って。どっちもステキ、最高よ」
　　　　　　　　　撮影●福田　一寿さん（安来市）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

届
出　

３
月　

日
～
４
月　

日   
敬
称
略

11

１１

  

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　

（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

３
月

百
田　

輝
文　
　

栄
司
・
操　
　

男
の
子　

黒
坂

４
月

中
原　

玲
偉　
　

直
人
・
ま
ど
か　

男
の
子　

下
榎

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　
 　

（
住
所
）

３
月

頭
本　

武
雄　
　
　

歳　
　

下
黒
坂

91

柴
田　

良
三　
　
　

歳　
　

秋
縄

74

今
井　

信
子　
　
　

歳　
　

黒
坂

79

■４月１日から広報ひのを担当
することになりました。■と、
いうことは 20 日発行の４月号
まで 3週間もないじゃぁないで
すか !あせりましたよ。■しか
し !歴代担当者に助言 ･お手伝
いいただき、こうしてなんとか
発行することができました。■
みなさんにはいろいろな場面で
お世話になると思いますので、
今後ともよろしくお願いします。
■ていうか、どっかにいいネタ
ないですかねぇ？（入澤）
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